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阿久津　則　男　議員‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ６

　１．町営住宅について

　２．学校給食について

藤　咲　芙美子　議員‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ７

　１．後期高齢者検診について

　２．七会町民センターについて

桜　井　和　子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ８

　１．認知症対策について

　２．ふるさと納税について

三　村　孝　信　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９

　１． 病院誘致について

　２． 定住促進について

　３． 町政継続について

町
政
を
問
う

一般質問今回４名が質問し、
その要約を掲載しました。

「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の
寄稿によるものです。
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阿
久
津　

町
営
住
宅
を

今
後
10
年
間
で
70
棟
程

度
建
設
を
目
指
す
と
の

事
だ
が
、
ど
こ
の
地
区

か
ら
何
棟
建
て
る
の
か
。

ま
た
、
財
源
は
ど
の
資

金
を
利
用
す
る
の
か
。

町

長　

常
北
地
区
は

南
団
地
を
現
地
で
建
て

替
え
る
場
合
の
基
本
計

画
を
作
成
し
た
。
ま
た
、

別
な
土
地
を
買
収
し
建

て
替
え
る
案
も
あ
り
、

両
案
で
合
意
形
成
し
て

い
く
。
財
源
は
45
％
の

補
助
金
で
残
金
は
借
金

を
す
る
。

阿
久
津　

町
営
住
宅
を

解
体
し
、
そ
の
土
地
を

民
間
会
社
に
提
供
し
民

間
会
社
に
ア
パ
ー
ト
、

住
宅
等
を
経
営
さ
せ
る

考
え
は
な
い
か
。

町

長　

住
宅
用
地
と

し
て
民
間
に
売
却
す
る

こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

阿
久
津　

町
の
計
画
で

は
町
営
住
宅
を
減
ら
し

て
い
く
方
針
だ
っ
た
が

何
故
、
今
に
な
っ
て
70

棟
増
や
す
の
か
。

町

長　

現
在
３
９
０

戸
の
町
営
住
宅
が
あ
る

が
90
戸
位
は
政
策
空
家

で
あ
り
増
え
る
わ
け
で

は
な
い
。

阿
久
津　

本
町
の
給
食

は
一
食
当
た
り
い
く
ら

か
。
ま
た
、
他
市
町
村

と
比
べ
劣
っ
て
い
な
い

か
。

教
育
長　

小
学
生
一
人

当
た
り
月
額
４
，
６
５
０

円
で
一
食
当
た
り
２
６
０

円
。
中
学
生
月
額

５
，
１
５
０
円
で
一
食

当
た
り
２
９
０
円
。
県

内
の
市
町
村
平
均
、
小

学
生
２
４
０
円
、
中
学

生
２
７
０
円
で
あ
る
。

内
容
的
に
は
地
産
地
消

で
食
材
は
で
き
る
限
り

地
元
の
業
者
か
ら
納
入

し
、
メ
ニ
ュ
ー
の
品
目

が
多
く
暖
か
い
麺
類
を

提
供
し
、
食
器
類
も
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

阿
久
津　

給
食
費
の
無

償
化
対
策
で
今
後
５
年

間
で
町
が
持
ち
出
す
金

額
は
い
く
ら
に
な
る
の

か
。

町

長　

平
成
30
年
度

は
６
，
５
０
０
万
円
を

投
入
す
る
。
５
年
間
で

３
億
円
程
度
。

阿
久
津　

給
食
費
、
小

学
生
１
，
０
０
０
円
、

中
学
生
２
，
０
０
０
円

だ
っ
た
も
の
を
無
償
化

に
し
た
理
由
は
。

町

長　

学
校
教
育
と

は
義
務
教
育
で
あ
り
全

て
の
世
帯
が
恩
恵
を
授

か
る
も
の
で
あ
り
、
子

育
て
支
援
の
柱
と
し
て

適
切
と
判
断
し
た
。

阿
久
津　

給
食
費
を
無

償
化
に
し
た
訳
だ
が
今

後
、
安
易
な
考
え
で
給

食
の
質
を
落
と
す
こ
と

は
な
い
か
。

町

長　

質
の
低
下
は

絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
り
一
食
当
た

り
の
単
価
を
落
と
す
こ
と

が
無
い
よ
う
努
め
る
。

阿
久
津　

原
油
の
値
上

げ
で
材
料
費
が
高
騰
、

更
に
来
年
か
ら
消
費
税

が
10
％
に
な
り
、
町
の

持
ち
出
す
金
額
が
増
え

る
わ
け
だ
が
承
知
し
て

の
行
動
か
。

町

長　

一
定
の
財
政

負
担
は
生
じ
る
が
、
子

育
て
支
援
と
し
て
十
分

政
策
の
効
果
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

阿
あ く つ

久津　則
の り お

男　議員

《町長》	常北地区は南団地を現地で建て替える
場合の基本計画を作成した。

町営住宅について

学
校
給
食
に
つ
い
て

《
町
長
》

地
産
池
消
で
食
材
は
で
き
る
限
り
地
元
の
業

者
か
ら
納
入
。



しろさと議会だより　№557

藤

咲　

75
歳
以
上
の

高
齢
者
検
診
で
有
料
に

な
っ
て
い
る
希
望
健
診

は
昨
年
ま
で
１
，
７
５
０

円
だ
っ
た
が
今
年
度
か
ら

２
，
１
５
０
円
に
値
上

げ
に
な
っ
た
。
眼
底
検

査
を
片
眼
底
か
ら
両
眼

に
変
更
と
い
う
が
、
水

戸
市
の
希
望
健
診
は
自

己
負
担
を
６
０
０
円
の

ま
ま
維
持
し
て
い
る
。

高
齢
者
の
健
康
維
持
、

疾
患
の
悪
化
予
防
の
た

め
自
己
負
担
の
軽
減
を

求
め
る
。

町

長　

追
加
料
金
は

健
診
協
会
が
定
め
て
い

る
も
の
だ
。
町
か
ら
の

補
助
は
今
後
検
討
す
る
。

藤

咲　

人
間
ド
ッ
ク

は
病
気
の
早
期
発
見
だ

け
で
な
く
、
健
康
維
持

管
理
や
生
活
習
慣
の
改

善
に
大
き
な
効
果
が
あ

る
。
当
町
で
の
高
齢
者

は
全
額
自
己
負
担
だ
。

近
隣
36
自
治
体
で
補
助

を
行
っ
て
い
る
。
75
％

の
補
助
が
国
か
ら
出
さ

れ
て
い
る
。
人
数
制
限

を
外
し
て
で
も
受
診
者

に
補
助
制
度
を
行
う
よ

う
求
め
る
。

町

長　

近
隣
市
町
村

の
動
向
も
踏
ま
え
て
来

年
度
以
降
政
策
と
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

藤

咲　

七
会
町
民
セ

ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
維

持
管
理
委
託
業
務
だ
が
、

奥
野
谷
浜
産
業
株
式
会

社
に
随
意
契
約
し
て
い

る
。
財
務
省
通
達
で
は
、

随
意
契
約
は
緊
急
性
の

な
い
も
の
は
禁
止
と
さ

れ
て
い
る
が
、
根
拠
が

一
致
し
な
い
。
一
部
の

業
者
に
有
利
に
図
る
こ

と
に
は
な
ら
な
い
か
。

町

長　

契
約
事
務
に

関
す
る
規
定
中
第
46
条

に
該
当
す
る
。
事
業
者

３
者
か
ら
見
積
も
り
を

取
り
専
門
的
知
識
や
技

術
者
が
い
る
最
安
価
の

県
内
事
業
者
と
契
約
し

た
。

藤

咲　

協
定
書
の
覚

書
変
更
に
練
習
着
の
広

告
料
は
６
０
０
万
円
に

相
当
す
る
と
あ
る
が
根

拠
を
聞
く
。

町

長　

交
渉
の
結
果

６
０
０
万
円
相
当
の
広

告
を
出
し
て
く
れ
る
こ

と
で
話
が
ま
と
ま
っ
た
。

藤

咲　

協
定
書
の
変

更
に
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

が
「
町
に
５
０
０
万
円
」

を
、「
町
は
町
が
指
定
す

る
指
定
管
理
者
に
毎
年

８
０
０
万
円
に
変
更
」

と
あ
る
。
指
定
管
理
者

は
決
ま
っ
た
の
か
。
町

民
セ
ン
タ
ー
の
設
置
管

理
条
例
で
、
指
定
管
理

者
は
町
長
が
指
定
す
る

も
の
と
し
て
い
る
が
、

議
会
に
諮
っ
て
い
な
い
。

条
例
違
反
で
は
な
い
か
。

公
平
公
正
な
町
政
を
す

べ
き
だ
。

町

長　

町
か
ら
ホ
ー

リ
ー
ホ
ッ
ク
に
８
０
０
万

円
の
請
求
書
も
出
し
て

あ
る
。
指
定
管
理
は
決

ま
っ
て
い
な
い
。
ア
ツ

マ
ー
レ
の
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
は
開
発
公
社
が
管
理

し
て
い
る
。
理
事
会
、

評
議
会
で
承
認
さ
れ
て

い
る
。

《町長》	町からの補助は今後検討する。

後期高齢者検診について

藤
ふじ さ く

咲　芙
ふ み こ

美子　議員

七会町民センターグラウンド（６月27日現在）

七
会
町
民
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

《
町
長
》

最
安
価
の
県
内
事
業
者
と
契
約
し
た
。
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桜

井　

前
回
の
一
般

質
問
で
、
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
の
養
成
講
座
に

つ
い
て
伺
っ
た
。
町
長

よ
り
、
民
生
委
員
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
な
ど
、

１
，
４
７
２
名
の
サ
ポ

ー
タ
ー
を
養
成
し
た
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。
町

民
の
一
割
弱
の
方
が
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
い

う
事
に
な
る
が
、
私
の

周
り
の
大
半
の
方
が
、

「
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

と
は
知
ら
な
か
っ
た
」

と
答
え
て
い
た
。
今
ま

で
の
講
座
の
内
容
と
実

態
を
伺
う
。

町

長　

認
知
症
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、

偏
見
を
持
た
ず
、
認
知

症
の
方
や
家
族
に
対
し

温
か
い
目
で
見
守
る
事
、

「
応
援
者
」
と
の
位
置
づ

け
で
、
接
し
方
を
学
ぶ

事
に
重
き
を
置
き
、
何

か
を
お
願
い
す
る
わ
け

で
は
な
い
た
め
、
サ
ポ

ー
タ
ー
本
人
の
自
覚
が

薄
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を

持
っ
て
い
る
方
々
が
、

自
分
を
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
再
認
識
で
き
る
よ

う
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

と
い
う
名
称
の
普
及
を

図
り
、
幅
広
い
世
代
が

活
躍
で
き
る
よ
う
、
養

成
講
座
の
開
催
募
集
案

内
を
広
報
紙
等
に
掲
載

し
宣
伝
し
て
い
く
。

桜

井　

自
分
だ
け
で

な
く
家
族
の
方
の
認
知

症
の
早
期
発
見
に
つ
な

が
る
気
軽
に
出
来
る
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
広
報

紙
に
掲
載
し
、
意
識
を

図
る
べ
き
と
思
う
が
。

町

長　

28
年
度
か
ら

広
報
し
ろ
さ
と
に
掲
載

し
て
い
る
が
、
目
立
つ

と
こ
ろ
に
掲
示
す
る
こ

と
も
必
要
と
思
う
の
で
、

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
た

り
、
チ
ラ
シ
を
置
い
た

り
な
ど
、
今
後
取
り
組

ん
で
い
く
。

桜

井　

小
中
学
校
の

教
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
、
今
年
は
、
設
計
費

が
計
上
さ
れ
た
が
、
エ

ア
コ
ン
設
置
に
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

町

長　

目
的
達
成
の

た
め
に
町
長
が
必
要
と

認
め
る
六
つ
の
分
類
が

あ
る
が
、
抽
象
的
な
表

現
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

実
際
何
に
使
わ
れ
て
い

る
の
か
は
っ
き
り
わ
か

ら
な
い
面
も
あ
る
。
よ

り
明
確
な
使
い
道
を
示

し
て
寄
付
を
募
る
事
も
、

寄
附
の
動
機
を
高
め
る

一
つ
の
方
法
で
あ
る
と

思
う
。
使
用
目
的
を
追

加
し
、
寄
附
の
活
用
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

認知症対策について

《町長》	認知症サポーターという名称の普及、養成講座の
開催募集案内を広報紙等に掲載し宣伝していく。 桜

さく ら い

井　和
か ず こ

子　議員

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

（
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
活
用
で
き
な
い
か
）

《
町
長
》

明
確
な
使
い
道
を
示
し
て
寄
付
を
募
る
事

も
、
寄
附
の
動
機
を
高
め
る
一
つ
の
方
法
で

あ
る
と
思
う
。
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三

村　

町
民
要
望
の

高
い
病
院
誘
致
に
つ
い

て
の
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
と
、
今
後
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
示
し
て
ほ

し
い
。

町

長　

城
北
病
院
と

い
う
核
と
な
る
病
院
が

な
く
な
っ
た
後
で
、
新

た
な
病
院
を
誘
致
で
き

な
い
か
と
情
報
収
集
や

研
究
を
し
て
き
た
。

　

町
が
属
す
る
水
戸
医

療
圏
は
ベ
ッ
ド
数
が
過

剰
と
さ
れ
新
規
の
病
院

設
置
は
原
則
と
し
て
許

可
さ
れ
な
い
状
態
だ
っ

た
。

　

し
か
し
、
平
成
30
年

４
月
か
ら
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
推
進
の
た

め
有
床
診
療
所
の
設
置

要
件
が
変
更
さ
れ
、
19

ま
で
の
ベ
ッ
ド
数
で
あ

れ
ば
新
規
の
設
置
が
で

き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

複
数
の
診
療
所
を
併
設

す
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
モ
ー

ル
も
制
度
上
可
能
だ
。

　

実
現
に
向
け
た
工
程

表
だ
が
、
平
成
30
年
に

検
討
委
員
会
を
設
置
し

た
い
。
平
成
31
年
の
夏

ま
で
に
答
申
を
も
ら
い

公
募
の
準
備
を
し
、
議

会
に
中
核
医
療
施
設
誘

致
の
財
源
と
な
る
基
金

条
例
を
提
出
す
る
。
可

決
さ
れ
れ
ば
半
年
ほ
ど

公
募
を
行
っ
た
後
、
誘

致
す
る
病
院
を
決
定
し

た
い
。

　

最
短
で
も
竣
工
ま
で

４
年
程
度
か
か
る
と
思

う
。

三

村　

石
塚
小
学
校

周
辺
や
那
珂
西
地
区
で

は
新
築
住
宅
が
増
え
て

い
る
。
良
好
な
宅
地
を

提
供
す
る
う
え
で
、
農

振
地
域
の
見
直
し
を
考

え
て
い
る
か
。

町

長　

石
塚
小
東
側

の
土
地
改
良
済
み
の
農

地
に
つ
い
て
は
、
町
の

中
で
も
最
も
宅
地
に
適

し
た
土
地
だ
と
認
識
し

て
い
る
。
平
成
21
年
に

農
振
地
域
の
見
直
し
を

し
て
か
ら
９
年
が
経
過

し
た
。
１
２
３
号
バ
イ

パ
ス
も
一
部
開
通
し
、

道
路
状
況
が
変
化
し
た

の
で
、
見
直
し
の
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。

三
み む ら

村　孝
た か の ぶ

信　議員

《町長》	実現に向け検討委員会を設置し、公募
後、誘致する病院を決定したい。

病院の町内誘致について

クリニックモールのイメージ

定
住
促
進
に
つ
い
て

《
町
長
》

道
路
状
況
が
変
化
し
た
の
で
、
農
振
地
域
の

見
直
し
準
備
を
進
め
て
い
る
。

町
政
の
継
続
に
つ
い
て

《
町
長
》

９
月
の
町
長
選
へ
出
馬
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

三

村　

町
長
就
任
後

４
年
間
の
総
括
と
再
選

へ
の
意
思
を
問
う
。

町

長　

空
き
校
舎
の

活
用
に
力
を
入
れ
た
。

北
方
小
に
「
い
せ
き
ぴ

あ
」、
七
会
中
に
「
ア

ツ
マ
ー
レ
」
を
開
設
し
、

今
年
12
月
に
は
圷
小
に

ベ
ッ
ド
数
80
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
が
オ
ー

プ
ン
す
る
。
子
育
て
支

援
の
分
野
で
も
国
に
先

が
け
、
国
以
上
の
支
援

を
実
現
で
き
た
。

　

病
院
誘
致
や
公
営
住

宅
の
更
新
、
障
害
者
福

祉
の
充
実
、
公
園
の
建

設
等
実
現
の
た
め
、
９

月
の
町
長
選
へ
出
馬
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。


